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申請者はこうした非典型労働のあり方をテーマとした国際シンポジウム CNon-standard Work Arrangements 
Conference in Michigan, August 2000) にも報告者として参加するなど、既にこの分野におけるエキスパートの一
人として知られているが、本論文は同人がこれまでに公表した数多くの論文を集大成したものということができるo
申請者の立場は労働市場の規制緩和を重視するものであるが、同人が特に研究の対象とするアメリカの労働市場と
その法制度は、従来、需給調整(いわゆる経済的規制)の色彩の強かったわが国の労働市場法制の将来を考えるに当
たって、有力な示唆を与えるものとなっているo
また、本論文の考察対象は、労働者派遣や従業員リースといった、近年アメリカで急成長を遂げた非典型の雇用形
態にとどまらず、個人事業主という非雇用(就業形態)の領域にまで拡がっており、その内容は、法律学以外の分野
における研究者にとっても有用な素材を提供するものとなっているといって差し支えはない。
以上のような理由から、本論文は博士の学位を授与するに十分な価値を有するものと考えるo
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